
  

取扱説明書                    
*取り付けする前に必ずお読み頂き、内容をよく理解して正しくお使いください。  

*この取扱説明書は、いつでも取り出して読めるよう大切に保管してください。 

*この商品もしくはこの商品を取り付けた車両を第三者に譲渡する場合は、必ずこの取扱説明書も併せてお渡しください。 

ミドルウエイト 

アウターローターKIT 

適応車種 商品ＮＯ． 

モンキー／ゴリラ 

（12V、キャブ車用） 
73246 
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■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※ 取扱説明書内の注意事項を守らずに使用した事による事故や損害について、当社では一

切の責任は負いません。 

※ 商品の保証については保証書裏面の保証規定に沿って行っております。保証内容をご理

解のうえ、この取扱説明書と一緒に保管してください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、

次のシンボルマークで示しています。 

 

要件を満たさずに使用しますと、死亡または重傷に至る可能性が想定される場

合を示してあります。 

 

要件を満たさずに使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想

定される場合を示してあります。 
 

 

行為を強制したり指示する内容

を告げるものです。 
 

禁止の行為であることを告げるも

のです。 

 

 

表記の禁止行為を告げるもので

す。  

その他の警告及び注意を告げるも

のです。 

 

条件次第では法令違反となるこ

とを告げるものです。 
  

    

 

・ 作業に入る前に必ず安全を確保した上で作業を行ってください。 

・ この商品は、記載されている適合車種以外の車両には使用しないでください。 

・ 走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を点

検してください。 

 

 

・ この商品は道路運送車両法の保安基準に適合しておりますが、スピード違反やマフラ

ー、キャブ等交換により音量が保安基準を超えた場合は、ライダー自身が道路交通法

違反で罰せられます。運転は必ず遵法運転を心がけ楽しいバイクライフをエンジョイ

してください。 

 

・ 作業の前にエンジン及びマフラーが冷えていることを確認してください。走行直

後などでエンジンやマフラーが冷えていないまま作業を行いますと火傷の原因と

なり大変危険です。 
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・ 作業の際、ゴミやほこり等の付いたままのパーツをそのまま組み付けますとエンジン

部品が痛みます。パーツ類は必ずきれいにしてから組み付けを行ってください。 

・ 作業の際、ケースカバー内に異物が混入しないよう十分に注意して作業してくださ

い。 

・ 取り付け後約１００km 走行しましたら各部を点検してネジ部等の増し締めを行っ

てください。その後は約５００km 毎に必ず点検を行い、同様の増し締めを行ってく

ださい。 

・ 取り付けは確実に行ってください。また、走行中にネジ部等が緩まないよう、トルク

レンチを使って所定トルクで確実に締め付けてください。 

・ イグニッションコイルは純正品をご使用ください。 

 

・ この商品を装着すると点火時期が変わりますのでジェットセッティングが必要にな

る場合があります。 

・ 灯火系統は純正同等、充電系統は純正以上の発電量を持っておりますが、過大に電

装部品を装着した場合には発電量が足りなくなる場合があります。予めご了承くだ

さい。 

・ ミドルウエイトアウターローターの取外しには品番 44686 フライホイールプーラ

ー（M27 逆ねじ）が使用できます。 

・ 商品付属のデジタルＣＤＩはミドルウエイトアウターローターＫＩＴ専用です。純

正ローター、他社製ローターには使用できません。 

・ 商品付属のデジタルＣＤＩ以外のＣＤＩは使用できません。予めご了承ください。 

・ ステータコイルＡＳＳＹは絶対に分解しないでください。 

・ デジタルＣＤＩは電子部品ですので振動の影響が出ないように固定してください。

振動が大きいと内部基盤が損傷し、エンジンが始動しなくなったり、ふけ上がりが

悪くなったりする場合があります。 

・ この商品は、予告無しに価格や仕様の変更をする場合があります。また、文中にご

紹介した商品についても同様です。予めご了承ください。 

・ 商品保証については、商品本体のみとなり、付随する費用等は保証対象外となりま

す。 

・ この商品の取り付けには別途ホンダ純正のサービスマニュアルをご用意していただ

き、確実な作業を行ってください。また、この取扱説明書やホンダ純正サービスマ

ニュアルは基本的な技能や知識を持った方を対象としております。適切な工具の準

備が不十分であったり、または取り付け経験が無かったりする場合は、技術や経験

を有したショップへ作業を依頼されることをお勧めいたします。 

・ ハイチューンエンジンへの装着の場合は内圧が高く、コイルベースの外周部より、

オイルが滲む場合があります。予めご了承ください。 

・ 他社製のタコメーターは点火信号の波形が純正と異なるため使用できなくなる場合

がございます。予めご了承ください。 
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 本商品の特徴  

• デジタルＣＤＩが付属していますので、チューニングレベルに応じた点火マップを 4 種類か

ら選択可能です。 

• 純正同等以上の発電量を確保し、ヘッドライト等、灯火類の点灯も余裕です。 

配線色 発電量 補足 

黄色 130W/5000ｒｐｍ 灯火系発電 

白色 140W/5000ｒｐｍ 充電 

• フライホイール外径 103.5ｍｍ、重量は約 680ｇ（純正対比 35％軽量化）の採用で、レ

スポンスとマイルドさを残した絶妙なサイズに設定しています。 

• フルデジタル点火ＣＤＩで４サイクルエンジンに要求される進角特性を確保しています。 

 商品内容  

NO パーツ名 
サイズ

(mm) 
数量 NO パーツ名 

サイズ

(mm) 
数量 

① フライホイール 約680ｇ 1 ⑥ O リング 大 1 

② 
ス テ ー タ ー コ イ ル

ASSY 
 1 

⑦ O リング 小 2 

③ デジタル CDI  1 ⑧ オイルシール  1 

④ 六角穴付きサラネジ M6 2 ⑨ 結束バンド 250L 2 

⑤ クッションスポンジ  1  

 装着条件  

• モンキー12V 車ケースカバー専用です。6V ケースカバーは取り付けできません。また、

社外カバーについては取り付け未確認のため、当社では取り付けの可否は分かりかねます。 

 取り付けに必要な特殊工具  
 本商品の装着には、以下の特殊工具が必要です。 

  

 

 

品番 36469 

シザーズホルダー 

品番 44686 

フライホイールプーラー  

インパクトドライバー 

市販品 
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 取付方法  

【ノーマル部品の取り外し】 

1. Ｌクランケースカバーを取り外します。 

2. シザーズホルダーで周り止めをし、フライホイールセンターナットを外します。 

品番 36469 シザースホルダーが使用できます。 

  

  

  

  

 

3. フライホイールプーラーを使用し、ノーマルフライホイールを取り外します。 

品番 44686 フライホイールプーラーを使用できます。 
 

  

  

  

  

4. チャージコイルから出ている配線をゴムブーツ内の配線集合部にて取り外します。 

センターナット

純正フライホイール

Ｌクランクケースカバー

［ローターの取り外し］
①シザーズホルダーでフライホイールが周らないように固定し、ソケ

ット（14mm）でセンターナットを緩めて取り外します。

②フライホイールセンターのネジ切り部にフライホイールプーラーを
ねじ込み、シャフトを緩めてフライホイールを取り外します。  

 

 

 



 

 

73246⑤/⑧ 

2022/03/21 

5. ステータベースを固定している 2 本のプラスネジ（Ｍ６皿ねじ）を緩め取り外します。 

 2 本のプラスネジは非常に舐めやすい為、インパクトドライバー又は、サイズのあっ

たドライバーを使用し、注意して作業してください。 

 
【ミドルウエイトアウターローターの装着】 

6. 取外しの逆の手順で進めます。 

7. ②ステーターコイル ASSY に、⑧オイルシールと⑥Ｏリングを組み付けます。 

         （オイルシールの取り付けの向きはノーマルと同じです） 

 

 ⑧.オイルシールの内側、⑥Ｏリングの外周に少量のグリスを塗布してください。  

8. クランクケースに⑦O リングを付け、②ステーターコイル ASSY を、④六角サラネジ

M6（2 本）にて、クランクケースに取り付けます。 

六角穴付きサラネジ締め付けトルク：0.8～10N･m 

 

＊  コイルベースをクランクシャフトに通す際、ウッドラフキーに引っ掛けて、オイ

ルシールのリップ分がめくれない様に注意してください。 

＊ ステータコイル ASSY は絶対に分解しないでください。 

①フライホイール
締付トルク：30～38N･ｍ

⑧オイルシール

②ステータコイルASSY

④六角穴付きサラネジ
締付トルク：0.8から10N･ｍ

⑥Ｏリング（大）

⑦Ｏリング（小）

⑥Oリング（大）、⑦Oリング（小）、⑧オイルシ
ール組付けの際に少量のグリスを塗ります。
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9. ウッドラフキーがクランクシャフトの溝部に確実に取り付けられていることを確認

し、フライホイールをクランクシャフトに取り付けます。シザーズホルダーで固定し

ながら、純正センターナットを締めて固定します。 

純正センターナット締め付けトルク：30～38N･m 

 

ローターの位置がずれた状態で締めこまないよう注意してください。 

10. ②ステーターコイル ASSY から出ているニュートラル配線をニュートラルスイッチに

差込み、グロメットをクランクケースにはめます。 

11. ②ステーターコイル ASSY から出ている配線を純正ハーネスに接続し、グロメットを

クランクケースにはめます。 

12. クランクケースカバーをもとのように取り付けます。 

13. サイドカバー、バッテリーを取り外し、ノーマルＣＤＩのコネクターをメインハーネ

スから取り外します。 

14. ノーマルＣＤＩを車体から取り外します。 

15. シートを取り外します。シート下のフレーム上のスペースに③デジタルＣＤＩをのせ、

⑨結束バンドで固定します。 

シート

③デジタルCDI
（結束バンドで固定）

 

 
● Z50JN/JP はシート下にレギュレーターがあるため、任意の位置に結束バンド

でＣＤＩを固定してください。  

● 必ず、⑤クッションシートを④ＣＤＩユニットに貼り付け、フレームからの振動

がＣＤＩに伝わらないようにしてください。クッションシートが貼付されない場

合、ＣＤＩは振動に弱いため内部基盤が損傷します。 

16. デジタルＣＤＩをメインハーネスのノーマルＣＤＩが取り付けられていたコネクター

に接続します。 

17. 外した部品を元にもどし、作業は完了です。 
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 補修部品   

当社で販売している補修品 
品番 部品名称 必要数 備考 

73966 フライホイール 1  

73967 ＣＤＩユニット 1  

73968 ステ－タコイル 1  

62409 クッションシート 1  
 

純正部品流用可能補修部品 

部品表ＮＯ 部品名称 純正パーツナンバー メーカー 必要数 備考 

⑥ オイルシール 91202-GE0-003 ＨＯＮＤＡ １  

⑦ Ｏ－リング （小） 91317-171-003 ＨＯＮＤＡ 2  

⑧ Ｏ－リング （大） 91301-035-003 ＨＯＮＤＡ 1  

 トラブルシューティング   

〈エンジンが始動しない場合〉 

＊ 点火プラグ→イグニッションコイル→ＣＤＩ→ステータコイル各部の点検（導通確認、接

続部の導通）を行ってください。 

＊ ステータコイルから出ている被覆に包まれた配線の導通確認も行ってください。 

＊ 上記で問題無い場合は、それぞれの部品が破損している可能性があります。部品交換で確

認してください。確認はＣＤＩ→ステータコイルの順に交換し破損個所を特定してくださ

い。 

（保証期間内の場合は当社までお問い合わせください。保証期間を過ぎている場合は補修

部品をご購入ください。） 

〈メインキーOFF でエンジンが止まらない場合〉 

＊ ＣＤＩが破損した場合に起こることがあります。ＣＤＩの交換が必要です。 

（保証期間内の場合は当社までお問い合わせください。保証期間を過ぎている場合は補修

部品をご購入ください。） 

〈エンジンの吹け上りが悪い/回転数によってバラツキがある等〉 

＊ フライホイールの回転数ピックアップ部分とピックアップコイルのクリアランス不適正。

クリアランスは 0.5～1.0ｍｍ程度です。マイナスドライバー等で修正し、シックネスゲー

ジでクリアランス調整をしてください。 

＊ 吸気、排気の部品の組み合わせによる事象の場合があります。吸排気によるエンジン特性

と点火時期の相性が悪い等。 

＊ ＣＤＩが破損した場合に起こることがあります。ＣＤＩの交換が必要です。 

（保証期間内の場合は当社までお問い合わせください。保証期間を過ぎている場合は補修

部品をご購入ください。） 
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 点火時期の変更方法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈点火タイミングのセッティングについて〉 

※上記グラフはあくまでも、参考イメージですので、正確な点火タイミングの把握は実車にて

ご確認ください。 

※点火時期は、誤差が生じます。（ＢＴＤＣ±3 度程度ずれる場合があります。） 
 

 


